
コロナ禍の中でも、安心して暮らし続けられるまちづくりが、
待賢学区では行われています。
待賢学区では今日も、3 密や衛生面に気を配りながらまちづくり活動が行われています。今回は、待賢住民福祉
連合協議会が 6 月 19 日に行った健康すこやか学級「コミュニティーサロン」の様子を中心に紹介します。
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◎「いつも顔を合わせているから、
　　わかることがある」
この日は、コロナ禍による休止後初の開催日。待賢住
民福祉連合協議会のスタッフのみなさんが、会場の元
待賢小学校で、健康すこやか学級「コミュニティーサ
ロン」を案内してくださいました。

「健康すこやか学級は、高齢の方向けの介護予防の活動
です。でもそれだけではなく、見守りにもなっています。
参加者さんのお顔を見れば、元気なのかそうではない
のか、困りごとがあるのかないのか…いつも顔を合わ
せている私たちにはわかります」

「主な内容は、区地域介護予防推進センターさんによる
筋トレ・脳トレや、地域包括支援センターさんによる
情報提供などです。そうした方々に参加していただく
ことで、参加者さんに困りごとが
あれば、すぐに
つなぐことが
できます」

◎「『顔の見える関係』になれる機会
　　を、意識してつくっていく」
スタッフのみなさんは、同じ日に待賢幼稚園で開催さ
れていた子育てサロン「ひよっ子クラブ」も案内して
くださいました。

「ひよっ子クラブは、0 ～ 3 歳児とその保護者同士の
交流の場・安心の場です。待賢幼稚園卒園児の母がボ
ランティアになり、そこに幼稚園の先生方がサポート
役で加わっています。なので、参加者は育児のプロた
                      ちに相談することができます。困り
                      ごとがあれば、主任児童委員が役所
                      につないだこともあります。いかに

早く入り口になって相談につなげるかが重要です」
スタッフのみなさんは最後に、コロナ禍の中でも安心
して暮らし続けられるまちづくりのヒントを語ってく
ださいました。

「私たちは様々な活動を通し、学区内の一部の人だけで
はなく様々な立場・生活環境の人と出会えるよう、工
夫を凝らしています。また、例年はひなまつりや七夕
といった幼老交流も行っていました。多世代で『顔の
見える関係』になれたら、暮らしやすい学区になるの
ではないか。そこに、関係機関にも入っていただく。
そういう機会を意識してつくることが、私たち地域役
      員の役割だと思っています」

会場では、非接触型体温計を使っ
た検温や、消毒・換気が行われて
いて、担い手の方々がコロナ感染
拡大防止や参加者さんの不安の解
消に努めておられました。

厨房では、「コミュニティーサロン」
参加者に持って帰っていただくため
のお弁当作りが行われていました。
待賢学区の暮らしやすさは、ボランティ
アの方々の創意工夫のおかげです！

　　活動の内容は、コロナ禍の状況により
　　　変更となる可能性があります。
　　　　　最新の活動は上京区社協

（Tel:432-9535）までお尋ねください。

        反対側の面も、ぜひご覧ください！
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上京区社協が発行する、コロナ禍における
学区内の動きをお伝えするニュースです。 Sept.2020


